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Ⅰ．緒　言

看護学研究は，看護に関わる現象についての疑問に答
え，問題を解決するために，組織だった科学的方法を用い
て行う系統的探求である（Polit, D. F．， et al., 2004, p.3）。
また，研究成果は，看護を提供する時の根拠となり（Burns, 
N., et al., 2005/黒田ら訳，2007，p.3），研究成果の活用は，
研究によって産出された知識を統合，普及，使用するプロ
セスである（Burns, N., et al., 2005/黒田ら訳，2007，p.688）。
そのような研究成果の活用は，看護の質向上に向けて必要
である（舟島，1995）。
日本看護協会は，1995 年に認定看護師制度を発足させ
た。この制度は，特定の看護分野において，熟練した看護
技術と知識を用い，水準の高い看護実践を行う能力を有す
る認定看護師を育成し，現場において活用することによ
り，看護の質向上を図ることを目的としている（日本看護
協会，2010）。看護の質向上を担う認定看護師には，根拠
に基づいた看護実践が求められている（廣瀬，2008）。前
述したとおり，看護の質向上に向けては研究成果の活用が
必要である。
先行研究（清村ら，2004；望月，1996；尾形ら，2002）

は，病院に就業する看護職者の研究成果活用状況とそれに
関係する特性を探索していた。いずれの研究も，病院に就
業する看護職者の 20％から 30％が研究成果を活用してい
ないこと，学会参加回数や論文閲読状況，論文読解力が研
究成果活用状況に関係することを明らかにした。しかし，
国内の認定看護師に限定した研究成果活用の現状やそれに
関係する特性を解明した研究は存在しない。また，海外に
おいて認定看護師の研究成果活用状況を明らかにした文献
は見あたらなかった。
認定看護師が，根拠に基づいた質の高い看護を提供する

ためには，日頃の看護実践に研究成果を活用することが必
要である。そこで，本研究は，日頃の看護実践への研究成
果活用の現状や研究成果を活用している認定看護師の特性
を解明する。本研究の成果は，研究成果の活用促進やその
支援のための基礎資料となり，認定看護師個々の科学的根
拠に基づく看護の提供に貢献する。

Ⅱ．研究目的

認定看護師による日頃の看護実践における研究成果活用
の現状およびその学習状況との関係を解明し，認定看護師
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による研究成果の活用促進に向けての課題を検討する。

Ⅲ．用語の定義

1 ．認定看護師
日本看護協会認定看護師認定審査に合格し，ある特定の
看護分野において熟練した看護技術と知識を用い，水準の
高い看護実践を行う能力を有すると認められた看護師であ
る（日本看護協会，2010）。これを前提とし，本研究にお
いては，認定看護師を「日本看護協会認定看護師認定審査
に合格し，医療施設に就業している者」と規定する。な
お，常勤・非常勤は問わない。

2 ．研究成果の活用
研究によって産出された知識を統合，普及，使用するプ
ロセスである（Burns, N., et al., 2005/ 黒田ら訳，2007，

p.688）。本研究においては，研究を通して明らかになった
科学的知識を日頃の看護実践に活用することと規定する。

3 ．学習
問題解決の 1 方法（森岡ら，2006，p.160）である。本
研究においては，対象者が問題を発見したり解決したりす
るために取り組む手段や方法と規定する。

Ⅳ．概念枠組み（図）

本研究は，認定看護師の日頃の看護実践における研究成
果活用状況と学習状況との関係を探索する。先行研究（清
村ら，2004；望月，1996；日本看護協会，2008b；尾形ら，
2002）の検討は，認定看護師による研究成果活用状況に関
係する可能性の高い 12 変数を含む概念枠組みを構築した。
それは，認定看護師の学習に関連する状況に包含される

図　概念枠組み
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「学会参加状況」等の 2変数，専門分野の活動に必要な能
力に包含される「認定看護分野の専門的知識」等の 10 変
数から構成される。これら 12 変数は，認定看護師の学習
状況に包含される。認定看護師による研究成果活用状況と
学習状況との関係の探索は，日頃の看護実践に研究成果を
活用している認定看護師の特性の解明に結びつき，認定看
護師の日頃の看護実践における研究成果活用に向けての課
題検討を可能にする。

Ⅴ．研究方法

1 ．測定用具
研究目的の達成に向け，質問紙を作成した。認定看護師
の研究成果活用状況を問う質問は，「日頃の看護実践に研
究成果を活用していますか」であり，選択肢は「かなり活
用している」，「わりに活用している」，「あまり活用してい
ない」，「ほとんど活用していない」である。また，質問紙
には，研究成果活用状況との関係を探索する概念枠組みが
包含する対象者の学習状況に関する 12 質問項目，および
対象者の人口統計学特性を問う「認定看護分野」，「職位」，
「所属施設」，「年齢」等の 8質問項目を含む。内容的妥当
性は，専門家会議とパイロットスタディにより確保した。

2 ．データ収集
2008 年 12 月現在，日本看護協会に登録され，日本看護
協会公式ホームページ（日本看護協会，2008a）において
氏名，所属施設名を情報公開している 17 分野の認定看護
師のうち，救急看護，皮膚・排泄ケア，集中ケア，がん性
疼痛看護，緩和ケア，がん化学療法看護，感染管理の 7分
野の認定看護師を対象とした。これらは，登録されている
認定看護師数が，200 名を超えている分野である。登録さ
れている認定看護師数が 200 名を下回る分野からの標本抽
出は，対象者の匿名性の保持に課題を残すと判断した。
抽出した認定看護師のうち，対象者の転属や退職による
宛先不明者を除く 1,031 名に往復葉書により研究協力を依
頼した。その結果，524 名から承諾を得，郵送法を用いて，
前述した質問紙を配布，回収した。データ収集期間は，
2009 年 3 月から同年 5月であった。

3 ．データ分析
対象者の人口統計学的特性と研究成果活用状況に関し，
記述統計値を算出した。また，研究成果活用状況と概念枠
組みが包含する学習状況に関わる 12 変数との関係探索に
向け，χ2 検定，尤度比による変数増加法を適用した多重
ロジスティック回帰分析を行なった。有意水準5％とした。
統計処理には，統計解析プログラム SPSS　17.0J for 

Windowsを用いた。

4 ．倫理的配慮
国立国際医療センター倫理委員会の承認を得て，研究を

実施した。また，対象者への研究協力依頼，質問紙配布に
際し，研究の目的，方法，プライバシー保護等について文
書により提示した。特に，調査紙への回答に，対象者の所
属施設の所在地および性別を求めないことにより，認定看
護師個人が特定される可能性を排除した。また，質問紙の
回収には，対象者が返信用封筒を用いて個別に投函する方
法を用い，これにより研究協力の任意性を保障した。

Ⅵ．結　果

質問紙を配布した認定看護師 524 名中 478 名（回収率
91.2%）から回答を得，このうちの有効回答 470 名分を分
析した。

1 ．対象者の背景（表 1）
対象者の認定看護分野は，がん性疼痛看護が 75 名（16.0

％）と最も多く，次いで，感染管理が 74 名（15.8％），緩
和ケアとがん化学療法看護が各々 73 名（15.5％），皮膚・
排泄ケアが 70 名（15.1％），救急看護が 55 名（11.7％），
集中ケアが 48 名（10.2％），であった。勤務形態は，勤務
時間の全てを認定看護師としての業務に従事する「専従」
者が 62 名（13.2％），勤務時間の 80％以上を認定看護師と
しての業務に従事する「専任」者が 53 名（11.3％），認定
看護師としての業務が勤務時間の 80％未満である「兼任」
者が 353 名（75.1％）であった。認定看護師経験期間は，
平均 2.8 年（SD2.3），臨床経験年数は平均 16.9 年（SD5.4），
年齢は平均 38.9 歳（SD5.5）であった。職位，所属施設の
種類，設置主体は様々であった。

2 ．認定看護師の研究成果活用状況
対象者のうち，日頃の看護実践に研究成果を活用してい

る者が 182 名（38.7％），活用していない者が 285 名（60.6
％），不明 3名（0.7％）であった。

3 ．学習に関連する状況（表 2）
対象者の 1年間の学会参加状況は，0回から 5回以上ま

でと様々であった。また，1か月あたりの看護専門誌閲読
状況も 0冊から 5冊以上までと多様であった。

4 ．専門分野の活動に必要な能力（表 3）
専門分野の活動に必要な能力のうち，認定看護分野の専

門的知識に自信のある者が 251 名（53.4％），文献検索・
閲読能力に自信のある者が 82 名（17.4%）であった。
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表 1　対象者の背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ｎ =470

項目 度数（％）または
平均±標準偏差 項目 度数（％）または

平均±標準偏差
1.認定看護分野 4.施設の種類
　がん性疼痛看護 75 名（15.9） 　一般病院 354 名（75.3）
　感染管理 74 名（15.7） 　特定機能病院 97 名（20.6）
　緩和ケア 73 名（15.6） 　訪問看護ステーション 8名（ 1.7）
　がん化学療法看護 73 名（15.6） 　一般診療所 4名（ 0.9）
　皮膚･排泄ケア 71 名（15.1） 　その他 6名（ 1.3）
　救急看護 55 名（11.7） 　不明 1名（ 0.2）
　集中ケア 48 名（10.2）
　不明 1名（ 0.2） 5.施設の設置主体

　公的医療機関 192 名（40.9）
2.勤務形態 　医療法人 143 名（30.4）
　専従ａ 62 名（13.2） 　国 89 名（18.9）
　専任ｂ 53 名（11.3） 　社会保険関係団体 40 名（ 8.5）
　兼任ｃ 353 名（75.1） 　個人 3名（ 0.6）
　不明 2名（ 0.4） 　その他 2名（ 0.4）

　不明 1名（ 0.2）
3.職位
　看護部長 1名（ 0.2） 6.認定看護師経験年数 2.8 ± 2.3
　副看護部長 7名（ 1.5） 7.臨床経験年数 17 ± 5.4
　師長 63 名（13.4） 8.年齢 39 ± 5.5
　副師長 86 名（18.3）
　主任 137 名（29.1）
　副主任 7名（ 1.5）
　スタッフ看護師 154 名（32.8）
　その他 9名（ 1.9）
　不明 6名（ 1.3）
注：ａ専従　勤務時間のすべてを認定看護師としての業務に従事
　　ｂ専任　勤務時間の 80％以上を認定看護師としての業務に従事
　　ｃ兼任　認定看護師としての業務が勤務時間の 80％未満

表 2　学習に関連する状況 ｎ =470

項目 度数（％）
1.年間学会参加状況
　5回以上 37（ 7.9）
　3～ 4回 200（42.5）
　1～ 2回 219（46.6）
　0回 13（ 2.8）
　不明 1（ 0.2）
2.月間看護専門誌閲読状況
　5冊以上 33（ 7.0）
　3～ 4冊 104（22.1）
　1～ 2冊 293（62.3）
　0冊 40（ 8.5）
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5 ．研究成果活用状況と学習状況との関係
認定看護師による日頃の看護実践への研究成果活用状況
と学習状況との関係探索に向けχ2 検定を行なった。その
結果，研究成果活用状況は，学習状況に関わる 12 変数全
てと統計学的に有意に関係していた（p<0.05）（表 4）。
そこで，研究成果活用状況にとって特に重要な変数の解
明に向けて多重ロジスティック回帰分析を行なった。その
結果，4変数に統計学的有意性を認めた（表 5）。結果は，
研究成果を活用している者が学会に年間複数回参加し，看
護専門誌を毎月複数冊閲読しており，認定看護分野の専門
的知識や文献検索・閲読能力に自信を持てていることを示
した。

Ⅶ．考　察

本研究の結果は，認定看護師の研究成果活用状況とそれ
に関係する学習状況との関係を明らかにした。
すなわち，結果は，対象となった認定看護師のうち，日
頃の看護実践に研究成果を活用している者が 39.0％に過ぎ
ないことを明らかにした。看護職者にとって，研究成果の
活用は，看護の質向上を図るために不可欠であり（舟島 , 

1995），認定看護師には，根拠に基づく看護実践に対する
期待が大きい。これは，日頃の看護実践への研究成果の活
用が，看護職者にとって重要であり，認定看護師には特に
そのことが期待されているにもかかわらず，行えていない
ことを表す。このことは，認定看護師にとって，研究成果
活用の促進が課題であることを示唆する。また，これは，
認定看護師個々が日頃の看護実践に研究成果を活用できて
いない要因を解明する必要性を示す。
結果は，研究成果を活用している者が学会に年間複数回

参加し，看護専門誌を毎月複数冊閲読しており，認定看護
分野の専門的知識や文献検索・閲読能力に自信を持ててい
ることを示した。
看護師は，自主学習，院内研究，学会等の様々な学習機

会を通して，活用してみたいと感じる研究成果に出会って
いた（野本ら , 2004）。認定看護師にとっても，学会参加
や看護専門誌の閲読は，認定看護師にとって看護実践に活
用可能性を持つ研究成果に触れる機会となる。また，看護
師は，活用しようとする研究を精読し，臨床の場への影響
を考慮しながらその質を検討し，採否を決定していた（野
本ら , 2004）。認定看護師にとって，専門的知識や文献検
索・閲読能力は，関連する文献を検索し，読み，批評する

表 3　専門分野の活動に必要な能力

項目 度数（％）
1.認定看護分野の専門的知識
　とても／わりに自信がある 251（53.4）
　どちらともいえない 161（34.3）
　あまり／全く自信がない 58（12.3）
2.認定看護分野の専門的技術
　とても／わりに自信がある 240（51.1）
　どちらともいえない 164（34.9）
　あまり／全く自信がない 66（14.0）
3.リーダーシップ能力
　とても／わりに自信がある 191（40.7）
　どちらともいえない 164（34.9）
　あまり／全く自信がない　 113（24.0）
　不明　 2（ 0.4）
4.文献検索・閲読能力
　とても／わりに自信がある 82（17.4）
　どちらともいえない 162（34.5）
　あまり／全く自信がない 226（48.1）
5.情報処理に関する能力
　とても／わりに自信がある 98（20.9）
　どちらともいえない 147（31.3）
　あまり／全く自信がない 222（47.2）
　不明　 3（ 0.6）

n=470

項目 度数（％）
6.看護倫理に関する能力
　とても／わりに自信がある 124（26.4）
　どちらともいえない 186（39.6）
　あまり／全く自信がない 157（33.4）
　不明　 3（ 0.6）
7.教育・指導能力
　とても／わりに自信がある 182（38.7）
　どちらともいえない 186（39.6）
　あまり／全く自信がない 101（21.5）
　不明　 1（ 0.2）
8.コンサルテーション能力
　とても／わりに自信がある 142（30.2）
　どちらともいえない 193（41.1）
　あまり／全く自信がない 135（28.7）
9.看護管理に関する能力
　とても／わりに自信がある 97（20.6）
　どちらともいえない 146（31.1）
　あまり／全く自信がない 226（48.1）
　不明　 1（ 0.2）
10.対人関係・コミュニケーション能力
　とても／わりに自信がある 227（48.3）
　どちらともいえない 176（37.4）
　あまり／全く自信がない 67（14.3）
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表 4　研究成果活用状況と学習状況との関係

学習状況
研究成果活用状況

p値
活用 未活用

学会参加状況 5回以上 25 12 0.001
3 ～ 4 回 80 118
1 ～ 2 回 74 144
0 回 3  10

看護専門誌閲読状況 5冊以上 21 12 <0.001
3 ～ 4 冊 57  46
1 ～ 2 冊 98 193
0 冊  6  34

認定看護分野の専門的知識 自信がある 120 129 <0.001
どちらともいえない  51 109
自信がない  11  47

認定看護分野の専門的技術 自信がある 112 126 0.001
どちらともいえない  54 109
自信がない  16  50

リーダーシップ能力 自信がある  90 100 0.001
どちらともいえない  64  98
自信がない  28  85

文献検索・閲読能力 自信がある  52  30 <0.001
どちらともいえない  70  89
自信がない  60 166

情報処理に関する能力 自信がある  53  45 <0.001
どちらともいえない  67  78
自信がない  62 159

看護倫理に関する能力 自信がある  67  56 <0.001
どちらともいえない  69 115
自信がない  45 112

教育・指導能力 自信がある  85  96 <0.001
どちらともいえない  78 106
自信がない  19  82

コンサルテーション能力 自信がある  71  70 <0.001
どちらともいえない  76 115
自信がない  35 100

看護管理に関する能力 自信がある  54  43 0.001
どちらともいえない  49  95
自信がない  78 147

対人関係・
コミュニケーション能力

自信がある 100 126 0.018
どちらともいえない  65 109
自信がない  17  50

χ2 検定
有意水準，p<0.05
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という，研究成果の看護実践への活用是非を検討するため
に不可欠な能力である。
さらに，本研究の結果は，研究成果活用状況と学会参加
回数，看護専門誌閲読状況に統計学的に有意な関係がある
ことを示した。このことは，認定看護師個々が，さらに積
極的に学会に参加し，専門誌を閲読することにより，日頃
の看護実践への研究成果活用促進につながることを示唆す
る。
加えて，結果は，対象となった認定看護師のうち，文献
検索・閲読能力に自信のある者が 82 名（17.4%），認定看
護分野の専門的知識に自信のある者が 251 名（53.4％）に
過ぎないことを明らかにした。「文献検索・閲読」，「専門
的知識」は，認定看護師の活動に必要な能力であり，認定
看護師教育課程において学習する科目である。これらの結
果は，対象者が 6か月 600 時間をかけて資格取得に関わる
学習を行なったにも関わらず，自己の能力に自信を持てて
いない状況を示す。日頃の看護実践に研究成果を活用する
ためには，研究論文を検索し，閲読する能力，関心を持っ
た研究成果を専門的知識に照らして検討する能力が不可欠
である。このことは，文献検索・閲読能力や専門分野の知
識の向上が，認定看護師個々の看護実践への研究成果活用
を推進するために重要であることを示唆する。
　　

Ⅷ．結　論

1．対象となった認定看護師のうち 60.6％が，日頃の看護
実践に研究成果を活用していない。

2．学会に参加し，看護専門誌を閲読しており，認定看護
分野の専門的知識や文献検索・閲読能力に自信を持ててい
る認定看護師は，日頃の看護実践に研究成果を活用してい
る。

3．認定看護師による看護実践への研究成果の活用促進の
ため，「専門的知識」や「文献検索・閲読能力」向上に向
けた状況の改善が必要である。

本研究の一部は，第 41 回日本看護学会看護教育におい
て発表した。
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【要旨】　研究目的は，認定看護師による日頃の看護実践における研究成果活用の現状およびその学習状況との関係を解明し，研究
成果の活用促進に向けての課題を検討することである。7分野の認定看護師 1,031 名を対象に研究協力を依頼し，承諾を得た 524
名を対象に，郵送法による質問紙調査を行なった。質問紙には，日頃の看護実践への研究成果活用状況との関係を探索する 12 変
数を調査するための質問項目を含めた。回収した質問紙 478（回収率 91.2%）のうち有効回答 470 を分析した。結果は，対象者の
うち 285 名（60.6%）が，日頃の看護実践に研究成果を活用していないことを示した。また結果は，12 変数のうち，認定看護分野
の専門的知識，文献検索・閲読能力等が認定看護師の日頃の看護実践への研究成果活用状況に関係していることを示した。考察の
結果は，認定看護師による日頃の看護実践への研究成果の活用の促進に向けては，専門的知識や文献検索・閲読能力向上に向けた
状況の改善が必要であることを示唆した。
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